
P r e s e n t  S t a t u s  o f  t h e  TOHOKU 300  MeV L I N A C

A.KURIHARA, S，URASAWA, M.OYAMADA, M. MUTOH, S.TAKAHASHI and S.SHIBASAKI 
Laboratory of Nuclear Science, TOHOKU University

ABSTRACT

What rs necessary for Unac operation is easy handling and reliability of environmental 

instruments. This report describes following items， environmental instruments and new 

beam screen monitors.

リニアック♦ ビーム調整には，周辺機器の性能として操作性の良さと再現性が，ビーム♦モニター 

u には観測までの待ち時間が少ないこと，観て分りやすいことが求められる。ここでは，これまでの 
対策とビーム♦スクリーンモニターについて述べる。

最初に，操作性の向上に寄与した事柄について述べる。加速管透過波R F モニター切替スイッチを 
主制御卓から遠隔操作できる様になりビーム* ローデングの選択調整が容易になった。 トリガシスチ 

ムの改造2〉により加速管のローデング状態が一目で分かるようになり，ガン•パルサーのトリガ回路  
のタイミング操作も不必要となった。 またこれにより、ビームの間引き運転も可能になった。クライ 
ストロン，パルサー停止での自動ビーム停止にインターロックとして利用している。N M R の更新3) 

とセット•アップの変更により，ビーム♦コースの選択と希望するエネルギー値の入力によってN M  

R 周波数のセットが自動になった。 また，ビーム♦ロスモニターの設置により加速状態の全体の様子 
が 観 測 （タ ッ チ デ ー タ TYPE TD-301に表示）でき，Q マグネット，ステアリングコイル（以後S T  

C ) 類の操作に役立ち，さらに定常運転時に表示することにより運転者に注意をうながすようになっ 
た。最近ではデジタル♦ストレージ（Tek_2430)の導入により，間引き運転時の電流波形モニター 
(フェライト，コアによるモニター以下C M と呼ぶ）の読み取りがチラツキがなく，らくになった。
次に再現性について述べる。クライストロン•パルサーのパルス幅を減少させ（P F N 回路の段数 

を 1 4 か ら 1 3 に変更，繰り返し周波数通常3 0 0 [PPS])デューティーを下げて使用し，シャット 
ダウンの回数が下がり，調整中にシャットダウンによるパルサーの高圧設定値の再現性の違いによる 
R F  •パワーの変動が軽減された，また調整が中断されなぐなった。PULSE TO PULSEでの変動を抑え 
るためにクライスト□ン •パルサーとガン♦パルサーのd ’Qing回路を改修4)した，この回路により 
ビーム維持が容易になり，特にE C  S 使用時には効果がある。ェミシヨン電流の安定化5)を図るため， 
C M によるェミシヨン電流値で負帰還回路を構成し制御にGRID PULSER用電源を用いた，マイクロ秒 
ェミシヨンは再現性と長時間安定度が向上した。 ビーム♦ダクトS T C 電源更新と制御方式の変更 
(スライダックの位置制御からD A  C 制御）によって操作性と再現性の向上が得られビームが安定に 

なり，イライラが解消された。以上が周辺機器の改修•更新と新設である。
図 1 にみられるように加速管ライン沿いは，ビーム♦モニターは数多く見られる。 しかし，分析電 

磁石で曲げられたビームは実験装置に到達するまでモニターらしいものは見当たらない。誰にでも調



整出来るライナックにするには，分析電磁石によって曲げた加速電子ビームの通過位g と広がり，強 
さの確認が出来るモ ニ タ ー が 必要である。

曲げたビームの調整は，放射線モニター等を利用して間接的にビームの通過位置ど広がり，強さを 
推測してきた。 ビーム調整に於てはこれらが最も重要な要素である。この調整は各個人の経験と記憶 
により行ってきた。 しかし，経験的な方法は個人差が大きく調整時間の長短に表れた。 また調整時間 
の増大が集中力の欠落を招き真空の悪化やリークの引き金になった。

これらの要因を取り除く事により，調整者の負担と調整時間の短縮や真空事故の軽減が期待される。 
そこでビーム調整が容易になるように加速ビームが当たると発光するターゲットをスクリーンに用い 
てその光をテレビカメラでモニターしビーム調整を行う方法を取った。 この方式ではビームを遮断す 
るので使用後はビーム♦コースから外す必要がある。

試作モニターはI系のスイッチマグネットM 5 の前に設置した。モニターの仕様は
1 ) ストローク最大 6 0[咖]

2 ) スクリーン♦セ ン タ ー 調 整 上 下 方 向±5[酬]

3 ) 駆動方式空気シリンダー 空気圧5[kg]

4 ) 安 全 停 止 装 匿 可 変 長 ス ト ッ パ ー {機械式} とした。
主な使用部品は，
1 ) スクリーン酸化アルミニウム(AI2O3 AF995R By*DESMARC!UEST)大ぎさ4 0 0 [ _ ] 厚 さ 1 [_]

2 ) 小形空気圧シリンダー
3 ) ガイドとしてクロス□一 ラ ウ ヱ イ CRW2 7 5 [mm]

4 ) ビューイングポート（丨CFフランシ、、付き） 有効可視径3 2. 6 0.[nm]

5) ICF-70のフランジ面からスクリーンまで距離2 5 0[mm]を製作した。図 2 参照。
使用方法は，調整ビームを間引き運転にし，T V カ メ ラ•オンとスクリーン• イン後，各種調整を

行い，終了時にスクリーン，アウトしT V カメラをオフにした後通常状態に戻して使用していた。 タ 
ッチデータを操作パネルとして利用しスクリーンとT V カメラのオン/オフ操作はタッチデータより 

行われる。その他タッチデータには，各種の選択のメニューがある。
このため実験中不用意に操作して真空が悪化しビームが停止すると言う事故が起り，スクリーンに 

ひびが入りホルダーが溶けてしまう被害が発生した。対策として第一に簪告文をポジション モ ニ タ ー  

に表示した，第ニにメニューのボジションモニターが選#^された時はビームを間引き運転，5 〜6 

[PPS]に入りこのルーチンから出る時は元の繰り返し運転に戻るようにソフトを変更した。
ニ作めとして，スクリーンの横振れを防ぐためクロスローラウェイを1 0 5  [酬] に変更，下方向 

のセンター合せのためホルダーの継ぎ手を長くした。

通常運転中に制御回路の誤動作でスクリーンが入りぱっなしになり破損した事故が起り，コントロ 
一 ラ （OMROM C-115)の変更を検討しているo

スクリーンモニターの課題は，T V カメラで観ているので放射線レベルが高い場所でT V カメラの 

寿命を如何に長くさせるか，複数設置したのでビデオ信号の切替も連動すること，照明を明るくする 
ことである。さらに故障時に代替出来るモニターがあれば便利である。



参考文献

1 ) 根 本 重 伸 他 ”核理研リニアツクのビームモニタ，’

2) M.Mutoh ”TRIGGER SYSTEM AT TOHOKU LINAC ”

3) H-Mutoh ”東北大学300MeVラ# ックの計算機制御，，

4) S.URASAWA ”PRESENT STATUS OF THE TOHOKU LINAC

リニアック技術研究会(1976) 

リニアック技術研究会(1978) 

リニアック技術研究会(1979) 

リニアック技術研究会(1984)

5) M.Mutoh ’’STABILIZATION OF 

(1984)

BEAM CURRENT EXTRACTED FROM A GUN” リニアック技術研究会
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